
浜岡原子力発電所３号機 非常用ディーゼル発電機（Ａ）の動作不能について 
平成 20 年 12 月 24 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 発生時の状況 
 
 

お知らせ基準 「表１－１ 原子炉施設の故障により原子炉施設保安規定で定められた運

転上の制限を逸脱したとき。」に該当します。 

本事象による外部への放射能の影響はありません。  放射能の影響 

平成２０年１２月２２日 

３号機 （定格熱出力一定運転中）  

：沸騰水型、定格電気出力１１０万キロワット 

発生年月日 

対象号機 

平成２０年１２月２２日、原子炉施設保安規定（※１）に基づく月１回の定

期試験として、非常用ディ－ゼル発電機（以下、「Ｄ／Ｇ」という。）（Ａ）（※２）

の確認運転を行っていたところ、定格出力（出力６．３ＭＷ）到達後からの出

力降下操作中（出力約４ＭＷ）に、コントロールスイッチによる出力操作がで

きなくなりました。 
このため、Ｄ／Ｇ（Ａ）は動作不能（使用できない状態）であると判断し、同日

午後４時１８分に原子炉施設保安規定で定める運転上の制限からの逸脱を宣

言しました。 
同様な事象（※３）が過去にも発生しており、現在、Ｄ／Ｇ（Ａ）の当該コン

トロールスイッチを含めた出力制御機構の点検を実施しています。 
なお、本事象による３号機の運転への影響はなく、安定に運転を継続してい

ます。 
また、同日、残り２台のＤ／Ｇおよび原子炉隔離冷却系（※４）について、

原子炉施設保安規定に従い、動作可能であることを確認しました。 

 

※１ 原子炉施設保安規定は、原子炉等規制法第３７条第１項に基づき、原子炉設置者が原子力発

電所の安全運転を行う上で守るべき事項を定めたもので、国の認可を受けています。 
原子炉施設保安規定では、原子炉の状態が運転において、３台のＤ／Ｇが動作可能であるこ

とを要求しています。 

 

※２ Ｄ／Ｇは、外部からの電源供給が停止した場合等に自動的に起動し、主要な機器（非常用炉

心冷却系ポンプ等）に電力を供給する非常用の発電機で、３号機にはＡ系、Ｂ系および高圧炉

心スプレイ系の３台があります。なお、通常はいつでも起動できるよう待機（停止）状態としてい

ます。 

 

※３ 同様な事象とは、平成２０年１０月２４日、３号機Ｄ／Ｇ（Ａ）の定期試験を行っていたところ、定

格出力からの出力降下操作中（出力約３．５ＭＷ）に、コントロールスイッチによる出力操作が

できなくなった事象です。 

Ｄ／Ｇ（Ａ）は動作不能と判断し、運転上の制限からの逸脱を宣言した後、動作確認を実施して

いたところ、動作可能となり、その後の動作確認も良好であったことから一過性の不良と判断し

ました。                              （平成２０年１０月２４日お知らせ済み） 

 

※４ 原子炉隔離冷却系は、復水・給水系からの給水喪失による原子炉隔離時に、原子炉に冷却水

を送り原子炉水位の異常低下を防止し、原子炉水位を維持するための設備です。 
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